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介護予防サ ー ビス における保健師の認識か ら捉えた
地域特性を反映させ たサ ー ビ ス 提供方法
井 出 成 美 (千葉大学看護学部)
本研究は , 介護予防サ ー ビス に お け る保健師 の 認識を調 べ , 地域特性を反映させ た サ ー ビス 提供方法を明 らか にす る こ と
を目 的 と し た｡ 41市 町村 の 介護保険予防サ ー ビス の 企画 ･ 運営 の 実践活動を対象 に, 資料調査 ･ 郵送自記式調査 ･ 半構 成的
面接調査 に より, 介護予防サ ー ビス の 企 画運 営 に当 た っ て , 保 健師が認識 した 地域特性, 高齢者 の 支援課題, サ ー ビス の 企
画運営上 の 工夫を調 べ た ｡ 質的分析 に よ り, 地域特性 は ｢生 活環境｣ に関する 4 項目16細項 目, ｢価 値･ 規範｣ に 関する 2
項目6細項 目, 支援課題 は , 『健康的 な生活 の 維持行動上 の 支援課題』 4項目, 『心身の 健康問題 の 発生及 び そ の 可 能性』 2
項目, サ ー ビス の 企画運営 上 の 工 夫は 6 項 目 に分類でき た ｡ こ れ ら の 関連の 仕方を調 べ た と こ ろ, ① ｢生活環境｣に関す る
条件を整え る こ と に よ っ て そ れ が 影響 して い る支援課題 の 解決を図る ② ｢ 価値･ 規範｣ に沿うある い は活か す工 夫 に よ っ
て 支援課題 の 解決を図る ③住民の ｢ 価値･ 規範｣ の 変化を意図 して共 に活動 し, そ の 変化を意味 づける こ と に よ り支援課
題の 解決を図 る の 3 つ の特徴 が あ っ た ｡ 以上 か ら, 地域特性を反映さ せ た サ ー ビス 提 供方法 として, 以下 の 3点 が 明ら か
に な っ た ｡ 1 . サ ー ビ ス の 企 画運営を通 じて , 住民 の 支援課題 に影響す る環境条件を適切 に整え る｡ 2 . 住民 の 規範 ･ 価値
に 即したサ ー ビス を提僕す る｡ 3 . 住 民の 能力を活か し, 協働活動する過程をサ ー ビ ス に取 り入れ ると 共 に, 住民 の 規範 ･
価 値の 変化や創造を共有 し意味づけ る｡
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I . 背 景
地域住民全体 を対象にして活動する自治体保健師の 実
践は, 地域特性を反映させ る こ とが基本原則である1)｡
ま た, 近年各種保健福祉サ ー ビス は, 最も基礎的な自治
体である市町村に実施責任が移行し, 各市町村の主体性
にお い て 地域特性に合わせた独自性のあるサ ー ビ ス提供
へ の 創意工夫が求められ て い る
2) 3)
｡
しか し, 保健師が保健福祉サ ー ビス にお い て考慮す べ
き地域特性とは どの ようなもの なの か , ま た, 診断した
地域特性を どの ようにサ ー ビス提供方法に反映させ れば
い い の かと い っ た知識は , 保健師の 経験知と し て個 々 の
保健師の 中に蓄積 され て い る こ とは想像で きるもの の ,
明文化された形式知と して表そうと した研究は少な い ｡
本研 究で は , 保健福祉行政サ ー ビ ス の 中 で も, メ
ニ ュ ー が多様であり, 利用する高齢者の健康状態や支援
課題が幅広 い こ とか ら地域特性によ っ て 内容や方法に特
色がみられる ことが予測される ｢介護予防サ ー ビス｣ に
焦点を当て , サ ー ビス の 企画運営過程における保健師の
実践を素材に , 地域特性を反映させ たサ ー ビス提供方法
の 特徴を明らかに しようと試みた ｡
Ⅱ 目 的
介護予防サ ー ビ ス の提供過程における保健師の 認識か
ら, 地域特性を反映させ たサ ー ビス提供方法の 特徴を明
らかにする｡
Ⅲ 研究方法
1 調査対象
平成14年3月の 厚生労働省発行の ｢介護予防事例集｣
に掲載され て い る32市町村および, 平成12年以降に地域
保健関係の 雑誌等に介護予防サ ー ビス に関わる実践報告
等を発表して い る14市町村のうち, 平成16年3月まで に
市町村合併の な い 合計41市区町村にお ける保健師による
介護予防サ ー ビス の企画 ･ 運営の実践活動を対象とした ｡
2 調査項目
1) 介護予防サ ー ビス の 企画運営に当た っ て , 保健師が
認識 した地域特性
2) 介護予防サ ー ビス の 企画運営に当た っ て , 保健師が
認識 した高齢者の支援課題
3) 地域特性に即 して保健師が行 っ た介護予防サ ー ビ ス
の 企画運営上 の工夫
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3 調査方法
1) 調査時期 平成16年6月 - 9月
2) 調査方法
資料調査, 郵送自記式調査, 面接調査によ っ て行 っ
た｡ まず, ｢ 介護予防事例集｣ と雑誌等に掲載された実
践報告の 記述か ら, 調査項目に該当する 内容を抜粋 し,
内容分析 を行うことと した｡
こ れ に加え調査項目間の 関連を分析するため には, さ
らに詳細な文脈的デ ー タが必要であると考え, 介護予防
サ ー ビス の 企画運営の 経過に関する半構成的面接調査を
計画した ｡ た だし, 面接調査に同意する市区町村は多く
な い可能性も考えられ , しか しで きるだけ多くの市区町
村の デ ー タ が必要と考え, 各市区町村の 高齢者の健康に
関わる地域特性と, 介護予防サ ー ビス の 企画運営に影響
した地域特性に関する郵送自記式調査用紙も用意 し, 面
接調査の 依頼と共に送付 した ｡
面接内容は了解を得て , 録音し, 逐語録を作成 した ｡
4 分析方法
1) 資料調査か ら の 記述 の 抜粋, 郵送自記式調査の 記
述, 面接調査の逐語録をデ ー タ源にし, 調査項目に該
当する内容が記述されて い る部分を取り出す ｡
2) 各調査項目 ごとに , 取り出した内容の類似 したもの
をまとめ , 内容 を表すタイ ト ル を つ け分類する ｡
3) デ ー タ源 の記述に戻り, 各分類項目間の 関係を分析
し, 介護予防サ ー ビス の 企画運営上 の工夫に , 地域特
性や高齢者の 支援課題に関する認識が どの ように影響
して い る の かを分析する｡
5 倫理的配慮
研究対象と な っ た市区町村には文書 で研究趣旨を説明
し, 郵送自記式調査, 面接調査それぞれ に つ い て協力の
同意の 確認を行 っ た ｡ 調査に際して は, 個人名や特定の
地域市町村名が わからな い ように配慮するこ と, 研究協
力の 辞退の 自由を説明し, 同意を得た｡
Ⅳ 結 果
41市 区町村中21市区町村か ら郵送自記式調査の 回答
があり , そ の うち4市区町村の保健師4名と了解が取ら
れ, 面接調査を実施した｡ 21市区町村の 人口等の 内訳は
表1の とおりである｡ 地域別で は, 東北4 , 関東6, 北
陸1, 中部2, 近畿3, 中国1 , 四国2, 九州2 であ っ た ｡
面接調査を実施した4市町村の概要を表2 に示す｡
資料調査 , 自記式調査, 面接調査の 各デ ー タ源か ら,
地域特性 に関する記述440件, 高齢者の健康問題に関す
る記述222件 , 介護予防サ ー ビ ス の 工夫に関する記述668
件を取り出した｡ 各調査項目ごと にそれ ら の記述を分類
表1 郵送自記式調査回答市区町村の 人口と老年人口
割合の 内訳
老齢
人 口
人口 割合
1万人 1 - 3 3- 5 5- 10 10万人
計
以下 万 人 万人 万 人 以上
19.1 %(H 15全
国平均) 以上
4 3 0 3 1 ll
19.1 %以下 0 0 2 2 6 10
計 4 3 2 5 7 21
表2 面接調査を実施した市町村の概要と回答保健師
の 背景
立地 . 気候 , 人口 等 面接 した保健 師の背 景
A
山 間部o 農 林 業 中心○ 温 暖 係長職○ 自治体保健 師経験30
地o 人 口 約15,00 0人○ 老 齢人 年o そ の 内現 在の 市 町村 で30
ロ割合30.0 %o 年 ○
B
海岸に 面す るo 温 暖地o 人口 役職 なしo 自治体保健 師経験
約26,00 0人○ 老 齢 人 口 割合約 12年o その 内現在 の市 町村で
19.8 %o 12年○
C
都 市部○ 製造業 が盛 ん ○ 温暖 係長職 ○ 自治体保健 師経験19
地o 人 口 約40,00 0人○ 老 齢 人 年○ その 内現在の市 町村で17
ロ 割合15.8 %o 年 ○
D
内陸 部○ 県 庁所 在市 に 隣接o 係長職 o 自治体保健 師経験23
寒 冷 な 気 候 o 人 口 約50,00 0 年o その 内現在 の市 町村で23
人○ 老齢人口 割合12.7 %○ 年 ○
した結果を以下 に述 べ る ｡
1 保健師が認識した地域特性
介護予防サ ー ビ ス の 企画運営に際 して保健師が認識
した地域特性の 内容は, 表3 に示すとおりⅠ - Ⅵ の 6項
目22細項目 に分類できた ｡ こ れ ら6項目は , 大きく分け
て , ｢生活環境｣に関するⅠ - Ⅳ , ｢価値･ 規範｣ に関す
る Ⅴ ･ Ⅵ に分類で きた ｡
1) ｢生活環境｣ に関する地域特性項目
(1) 自然環境
坂の 多さや, 冬季 の 寒冷の厳 しさな ど, 住民 の心身の
健康や生活 しやすさ に影響を与える地形や気候に関する
内容が あ っ た ｡
(2) 社会的環境
公共交通機関の 有無や利便性 , 農漁業な ど住民の 生計
を支えて い る産業の状況 , 居住年数や地縁の有無, 新旧
住民の 混在や生活習慣の 違 い などの 内容が あ っ た ｡
(3) 社会資源
住民が利用で きる医療機関の 有無や利便性, 保健福
祉サ ー ビス を提供する公立 ･ 民間の 機関の 有無や立 地,
サ ー ビス 内容な どの 内容があ っ た ｡
(4) 人口構成や家族形態
年齢区分別の 人口構成割合の 状況や , 居住する高齢者
の 家族形態の特徴に関する内容で あ っ た ｡
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表3 保健師が認識 した地域特性の 内容
項 目 細 項 目
E I
坐
宿
環
境
l ヨ
Ⅰ 自然環境
① 地形の 起伏
② 緑地や 自然の 有無
③ 気候の 状態
､④ 自然災害の 有無
Ⅱ 社 会環境
① 交通の 便 . 量
(参 従事産業
③ 居住区の 成り立 ち . 立地
に
関
す
④ 居住住民の その 土地と の縁
Ⅲ 社 会資源
(丑 医療資源の 充足状況
る ② 保健福祉資源の 充足状況
地 (卦資源の 地区 に よ る偏 り
域
特
悼
④ 健康向上 に貢献が期待 される 資源
Ⅳ 人口 構成 や
Q) 独居. 高齢世帯 の増加 . 多さ
② 複合世帯の 多さ
家族形態 ③ 別居親族の 居住地
④ 少子高齢化 の進行
=
二
j
.:.
+
;
L
三:
≡
Ⅴ 住民 同士 の
つ なが り や
共 同活動
① 住民同士の 交流の 状況
② 自治会 . 町会の 共 同活動 の状況
Ⅵ 地域住 民 の
価値 観
(壬 生涯現役で 働く こと へ の価値
(参 楽しみや 遊 び - の 抵抗感
③ 他者 - の 義理立て . つ き あい
性 に ④ 性 . 世代に よ る価値観 の違 い
⑤ 介護や 親孝行 - の 価値観
2) ｢価値･ 規範｣ に関する地域特性項目
(1) 地域住民同士の つ ながりや共同活動
地域の 自治会などの 共同体組織の活動や日 ごろ の 住民
同士 の交流 に関する内容であ っ た｡
(2) 地域住民の価値観
仕事一 生き方, 介護などの 価値観に関する内容で あ っ
た｡
2 保健師が認識した高齢者の支援課題
介護予防サ ー ビス の 企画運営に当た っ て , 保健師が認
識した高齢者の 支援課題 は, 『健康的な生活の 維持行動
上 の支援課題』 4項目, 『心身の 健康問題の 発生及びそ
の 可能性』 3項E]の計7項目 に分類できた｡
1) 健康的な生活の維持行動上の支援課題
(1) 閉じこもり ･ 外出困難
何 らか の 原因で , 外出困難 で , 家 の 中の み の 生 活に
な っ て い る状態を支援課題と して 捉えた内容である｡
(2) 資源利用行動上 の 問題
何らか の 原因で , 医療 ･ 保健 ･ 福祉サ ー ビス など の社
会資源の 利用行動が 阻害ある い は不適切な状態である こ
とを支援課題と して 捉えた内容で ある ｡
(3) 生 きが い や役割意識
人との 交流が乏し い , 生 きが い や役割意識が持て な い
状況や , 逆 に高齢者が役割意識をも っ て い る事 を活かそ
うとする支援課題である｡
(4) 不適切な生活習慣
健康を脅かす恐れの ある食生活習慣な どを支援課題と
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捉えた内容である ｡
2) 心身の健康問題の発生及びその可能性
(1) 認知症の発症の 可能性
認知症と診断される高齢者の 増加や , 閉じこもりや人
と の交流の希薄さか ら, 認知症の 症状が現れる可能性 な
どを支援課題と捉えた内容である ｡
(2) 筋骨格系の症状 ･ 障害
腰痛 ･ 関節痛 ･ 腰曲がりなどの 症状や障害を訴える高
齢者の多さを支援課題と して 捉えた内容である｡
(3) 不安･ ス ト レ ス
健康や生活に関する不安やス ト レ ス の存在を支援課題
と捉えた内容である ｡
3 介護予防サ ー ビスの企画運営上の工夫
介護予防サ ー ビス の 企画運営上の 工夫は, 6 つ の 項目
に分類で きた｡
1) サ ー ビス ヘ の アクセスを容易にする
利用者の居住地域に出向 い た身近な場所で の 実施, 会
場まで の送迎サ ー ビス の 実施な どの 工夫であ っ た｡
2) 多様なサ - ビスメ ニ ュ ー の設定
一 人 ひとり の 希望 や状況 に合わ せ , 多種多様の メ
ニ ュ ー を用意すると いう工夫であ っ た ｡
3) 住民をサ ー ビス協力者に引き込む
ボラ ンテ ィ ア活動の促進, 住民同士 の見守りの シ ス テ
ム化な どの工夫で あ っ た ｡
4) 既存の他サ ー ビスとの併用 ･ 体系化
既存の サ ー ビス 間の 連携や整理により利用しやすくす
る, 温泉や既存の ス ポ ー ツ 施設な どの 資源を有効活用す
るなどの 工夫であ っ た ｡
5) 多様な関係者 との協働
公的 ･ 民間 ･ 外部 の 団体や機関の 関係者の協力をあお
ぐ, 多くの専門職の意見を取り入れるなどの工夫であ っ た｡
6) 高齢者一 人 一 人 へ の援助とモ ニ タリンク
高齢者 一 人 一 人 の 支援課題 に合わ せ て サ ー ビ ス メ
ニ ュ ー を改善する , 個 々 の評価指標を設け状態の変化を
管理するな どの 工夫であ っ た｡
4 ｢地域特性｣, 『高齢者の 支援課題』, 【介護予防サ ー
ビスの企画運営上の工夫】 の関連の仕方の特徴
デ ー タ源 の 記述に戻り. ｢地域特性｣, 『高齢者の 支援
課題』, 【介護予防サ ー ビス の 企画運営上 の工夫】 の 各項
目の 内容の 関連の仕方の 特徴 を分析 した｡
1)『高齢者の支援課題』 へ の ｢地域特性｣の 関連
高齢者の支援課題 へ の 地域特性の 関連の仕方を表4に
示す｡ 高齢者の 支援課題の大項目 『健康的な生活の 維持
行動上の 支援課題』 『心身の健康問題の 発生及びそ の 可
能性』 と, 地 域特性の大項目 ｢生 活環境｣ ｢価値･ 規範｣
表4 保健師の認識 した ｢ 地域特性｣と 『高齢者の支援課題』 の 関連
地域特性 と
高齢者 の支援課 題の 関連
具 体 的 内 容 ( 一 部 抜 粋 )
A :｢生 活環 境｣ と 『心 身
の 健康 問題 の 発生 及び
その 可能性』 の 関連
` `
りん ご 農家が多く, 腰痛 や 関節痛 などの訴 えが多い
● ‥ `
坂道が多く田畑や近隣 - の 移動 に伴 い . 膝 関節の 障害 な どを持
つ 高齢者が多い
…
都市 部で 緑地 や 公園も少 ない 地域 なの で , ス トレ ス を抱 えて い る
" ` `
家内製造業 で は 体動量が 少なく
運動不足, 足腰が虚弱 に なりやす い ようで あ る
' ‥ `
果 菜 タ バ コ や 野菜等の 生産者が 主で , 重 い もの を運搬 や長 時間の 労
働 に より , 肩 こり , 腰痛 , 変形性 膝関節症な どの 筋骨格系 の疾患 が多い o
B :｢生活環境｣ と 『健康的
な生活 の 維持 行動 上の
支援課題』 の 関連
"
坂道 や 起伏が大き い こ とから, 高齢者が外 出 しにく く, 閉 じこも りに なりや す い
" "
寒冷地 で積 雪があ る ため, 冬季 は
外出の 頻度が減 る
…
複合世帯で は , 孫 の子 守が高齢者の 役割 に な つ て い て . 生きが い に な つ て い る半面 , 外 出の 頻度 が
低くな る傾向が ある
'
‥
一
農作業の 合 間の 一 服 で の 飲食物 に ジ ュ ー ス や菓子パ ン など甘 い 物が多く, 生活習慣病 や その 予備
L軍増加の .)ス ク に な つ て い る ' ‥ `緑 や公 園が 少な い , ビ ル街 で交 通量が多い 等の 環境 に より外出 しにく く, 閉じ こも りに
なりやす い 様子
" "
小規模 自営 業者が多く, 生涯現 役で , 長 い 期間生き が い を確保 で き, 心 身とも に元 気で い られる よ
うで あ るo
' ‥ `
中核 とな る絵合病 院や かか りつ け医と なる診療 所も多く継続 的な医療が受けや す い 一 方で 多重診療 な どの
問題もあ る o
' ‥ `
町内で は限 られた疾病 しか受 診で き ない ○ 限 札 整形, 皮 膚 札 脳外 税 泌尿器札 耳鼻科 な どは 町外
の 医療樺関 にかか る必要が ある o
''
c:｢ 価 値. 規 範｣ と 『心
"
健康 意識や 情報 を得る 能力が高 い 人も多い が , 反面交流 は少 なく健康 へ の不 安を訴 える 人が 多い と感 じる
'
‥ `
健 康意識
身の 健 康 問題の 発 生及 が高 い が 反面ス トレス を感 じる 高齢者 の割 りあ い も高 い o
' ‥ 一
農村地域 で は 体が 動く 限り農業 に従事 する こと が 多 い o そ
~ びその 可能性』 の 関連 の 結果筋骨格系の 病気 も多い ' '
D :｢ 価値 . 規 範｣ と『健
康 的 な生 活の 維持 行動
上 の支援 課題』 の 関連
``
農 家の 高齢者 は , 農作業 を優 先す ると い う考 えがあ り, 体 の 不調が あ つ て も受診 せず, 重 篤化す るま で 放置 されて し
まう傾向が ある
" ` 一
介護予防サ ー ビス に 参加す る こと は遊 ん で い る と思われ, 抵抗を感 じて参加 しない 高齢者も多い
' ‥ `
農
作業か ら引退すると自分 の役 割がなく なつ た よ うに 感 じる の で ,
一 定区画 をおとし よ り用 に用 意し, 自 由に野 菜な どを
作 つ て も らつ て い る 家もあ る
' ‥ `
野菜 農家は , 季節の 野菜 は十 分摂取す るが, 収穫期 以外に は購入 してま で 野菜を食 べ る
と い う考 えが なく, 野菜不 足 に なる こ と もある
' ‥ 一
古く から居住 して い る住民 は . 町会の 組織力が強 く, 老 人会な どの 活
動が活発 で 交流があり生き がい を持ちやす い o 逆に 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ に属 して い な い 人や新 しく居住 した人は孤 立 しが
ちで 閉じこ もりや す い o
" "
昔 からの 近隣 同士 の 支 えあい (声 か けおす そ分け など) があ る が , 近 隣が遠 い 場合 は 孤立 し
て しまう
''
と の 関連の 仕方により具体的内容を示した ｡
2) ｢地域特性｣と 【介護予防サ ー ビス の工夫】 の関連
サ ー ビス の 工夫と地域特性の 関連の 仕方と して , 以下
の 3 つ の 特徴が見出せ た ｡ 上記1) の 『高齢者の支援課
題』 へ の ｢地域特性｣の 関連とともに, 図 1 に全体の 関
連を示した｡
(1) 特徴① :｢生活環境｣ に関する条件 を整えるこ と に
よ っ て それが影響 して い る支援課題の解決を図る
｢生活環境｣ に関する地域特性の 認識が , 【サ ー ビス -
の ア ク セ ス を容易にする】【多様な関係者と の協働】【既
存の ほかサ ー ビス と の 併用 ･ 体系化】 の サ ー ビス の 工
夫の 3項目 に影響して い た｡ 具体的な例 を示すと , 山間
部に位置するある町で は, 起伏に富んだ地形で特に町の
周辺部で は交通の便が乏 し い こ とから , 高齢者の外出の
機会が乏しく閉じこ もりがちで あるが , 会場まで 出向く
手段が な い こ とから介護予防サ ー ビス の 利用が少な い こ
と を予測 し, サ ー ビス会場まで の 送迎サ ー ビ ス と, 周辺
部地 区 へ の サテライ ト型サ ー ビス を計画 して い た ｡ こ れ
は, 地形 の起伏や交通の 便などの 環境に関する地域特性
が , 高齢者の 閉じ こもりやサ ー ビス 利用行動の 問題に影
響 して い る こ と を認識 し, サ ー ビス へ の ア ク セ ス を容易
にすると いう工夫で あ っ た ｡
こ れ ら の 例か ら, 支援課題 に影響 して い る ｢生活環
境｣ に関する地域特性 を診断し, そ の ｢生活環境｣ 条件
を整える内容をサ ー ビス とし て位置づ ける こと によ っ て
支援課題の 解決を図ろうとする特徴を見出した ｡
(2) 特徴②:｢価値･ 規範｣ に沿うある い は活かす工夫
によ っ て支援課題の 解決を図る
｢価値 ･ 規範｣ に関する地域特性の認識が , 【多様な関
係者と の協働】【既存の ほかサ ー ビス と の併用 ･ 体系化】
【高齢者 一 人 一 人 - の援助と モ ニ タリ ン グ】【多様なサ ー
ビ ス メ ニ ュ ー の 設定】 の サ ー ビス の 工夫の 4項目に影響
して い た ｡ 具体的な例を示すと , 東海地域の ある市は,
自動車工業地城の 隣接地で あり, また窯業が地場産業で
ある｡ 保健師は , 技術者や 職人 で リタイヤ後も, もの づ
くりに誇りを持 っ て い る高齢男性が多 い と いう ｢ 価値･
規範｣ に関する地域の特性と , 男性の サ ー ビス 利用が少
な い が , リ タイ ヤ後の生きが い や役割発揮の場が必要で
あると い う 『健康的な生活の 維持行動上 の支援課題』 を
認識 し, 介護予防サ ー ビ ス の 【多様な メ ニ ュ ー 】 の ひ
と つ と し て もの づくりの 工房を開設し, 高齢男性の 活躍
の 場を作 っ て い た ｡ こ れ によ っ て , 男性 の 介護予防サ ー
ビス の 利用が増えるとともに, 工房 で 障害児者の 姿勢保
持 い すや 自助具 を作成するな どの活動に展開し, 高齢者
の 介護予防の場で あると共に, 社会資源と して 発展し て
い っ た｡ こ れ は , 従事する産業に影響 を受けた , リ タイ
ヤ後も持ち続 ける自分の仕事 へ の誇りや価値を認識 し,
その規範 ･ 価値 に沿 っ て , そ れ ら を活か したサ ー ビス メ
ニ ュ ー を設定するこ とによ っ て , サ ー ビス 利用行動上 の
問題や, リ タイヤ後の新たな社会貢献や役割意識を促そ
うとする工夫で あ っ た｡ こ れ ら の 例か ら, ｢価値･ 規範｣
に沿うある い は活かすと いう工 夫によ っ て 支援課題の解
決を図ると い う特徴が見出せ た ｡
(3) 特徴③: 住民の ｢価値 ･ 規範｣ の 変化を意図して ,
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サ ー ビス の 工 夫 ｢ 地域特性｣ → 影響 - - > 変化
図 1 地域特性, 高齢者の支援課題 , サ ー ビス の 工夫の 関連
共に活動し, そ の変化を意味づける こと により支援課
題の 解決を図る
｢価値･ 規範｣ に関する地域特性の認識が , 【多様な関
係者との協働】【高齢者 一 人 一 人 へ の援助と モ ニ タ リ ン
グ】【住民をサ ー ビ ス協力者に引き込む】 の サ ー ビス の
工 夫の 3項目 に影響して い た ｡ こ の 特徴が見出せ た具体
的な例を示す｡ ある町で は, 健康 づくりの 教室を実施し
て もそ の 場限りで , 生活に根付かな い こ とが多 い こ とや
老後の 生きが い づくりは高齢期にな っ て から で は遅く若
い世代から の 意識作りが重要で あると いう 『健康的な生
活の 維持行動上 の支援課題』 を認識 して い た ｡ 一 方 で ,
自治会などの 組織的な活動は存在するが , 形式的で盛ん
なほうで はな い , しか し 一 部 の 地 区で は , 世代間交淀を
目的と した活動が行われ て い ると いう ｢価値･ 規範｣ の
地域特性に関する情報をキ ャ ッ チ して い た ｡ こ れ らの 情
報は, 介護予防サ ー ビス の 一 環 と して40- 50代 の 住民を
対象に, 高齢者の 生きが い づくり活動の リ ー ダ ー 養成を
行うと いう活動に影響を与えた｡ さ らにリ ー ダ ー 養成す
る過程で , リ ー ダ ー た ちの 活動が根付くには地区内で組
織的な活動と して位置づく必要があるこ とを認識 し, 自
治会の 役員の 定期的な会議にリ ー ダ ー を伴 っ て 出席し,
そ の存在と活動内容や意義をP R した｡ そ の結果, 高齢
者の生きが い作りの 活動が自治会の 活動と して組織化さ
れ
,
介護予防サ ー ビス の 予算の 一 部を委託と いう形で自
治会が主体的に運営 して い く ことと なり, 自治会活動の
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活性化と介護予防 へ の 意識化が図られた ｡ こ れ は , 若 い
世代の ｢住民をサ ー ビ ス協力者とし て参画させる｣ 過程
で , 自治会活動などの住民の 共同活動と いう ｢価値･ 規
範｣ に変化が起き, そ の変化の 過程で起 こる住民の行動
や意識の 変容を意味づ けなが ら, 高齢者の 生きが い作り
の活動の 発展を図るもの であ っ た o
こ れ ら の例から , 住民の ｢価値･ 価値｣ の 変化を意図
して , 共に活動 し, そ の 変化を意味づ ける ことにより支
援課題の解決を図ると い う特徴を見出した｡
Ⅴ 考 察
1 サ ー ビス提供方法に反映された地域特性
1) 住民を取り巻く ｢生活環境｣ に関連する特性と住民
の ｢価値･ 規範｣ に関連する特性
保健師が介護予防サ ー ビス の 企画運営の過程で認識し
た地域特性の 内容を見ると , 結果1 に示したように, 自
然環境, 社会環境, 社会資源と い っ た , 住民を取り巻く
｢生活環境｣ に関する特性と, 住民同士 の つ ながりや共
同活動, 地域住民の価値観と い っ た ｢ 価値･ 規範｣ に関
連する特性があ っ た｡ 保健師の認識の 仕方を見ると , 地
域特性の 各項目をそ れぞれ単独で認識して い る の ではな
く, 例えば, 農業に長く従事 して い る高齢者は , 生涯現
役で働くこと に強 い 価値を置 い て い る , な どと いうよう
に, 関連付けて 認識して い た ｡ 特に住民の ｢価値･ 規範｣
に関する特性に, ｢ 生活環境｣に関する特性が ど の よう
に影響して い るかと い う観点で認識 して い る パ タ ー ン が
多く存在した｡ つ まり, 保健師は, そ の地域の住民, す
なわち看護対象を理解する目的を持 っ て そ の 地域を診断
して おりt そ の 地域特有の 生活環境の居住する人 々 へ の
影響を推し量り, そ の 生活 の営み の特徴を判断して い る
と考えられる ｡
住民 の価値, 規範や, 物理社会的環境は , 住民 の保健
行動と専門職による保健活動に関連して い ると いう指摘
4)
がある ｡ また , 保健師にと っ て コ ミ ュ ニ テ ィ は, 生活に
と っ て 重要な い く つ か の特徴を共有する人々 の 集合で あ
り, そ の特徴と は , 個人的なか つ /または環境的な共通
性である, と いう指摘がある
5)
｡ 本調査にお い て も, 保
健師が認識 した地域特性は , 高齢者の 生活や健康と密接
に関連付けられ て 認識され て い る 一 方, 介護予防サ ー ビ
ス の提供と いう保健師の 実践活動に影響 して い た ｡ そ し
て . 住民をとりまく, 外的な ｢生活環境｣ と住民の 生活
や内面を表す ｢価値･ 規範｣ 双方に焦点を当てそれ らの
関連性を洞察 し つ つ 診断する重要性が示唆された ｡
2)｢価値･ 規範｣ へ の着目の重要性
結果に示すように, 介護予防サ ー ビス の 企画運営にあ
たり, 保健師は ｢地域住民の価値観｣ と , そ の 影響が強
い 支援課題を重視して い ると考えられた o 大森は, 農村
地域の 高齢者にと っ て の健康を エ ス ノ グラ フ イ - を用 い
て 記述し, 高齢者にと っ て の健康は ｢ 自分- の 誇りを持
ち続けられ る こ と｣ で あり, 高齢者の 内面に生 じる価値
に日を向ける こと の 重要性を指摘 して い る
6)
｡ 本研究に
お い て も, 保健師の 認識か ら, 住民 の価値観 へ の 着目 の
重要性が示唆された ｡
筆者は先行研究にお い て , 保健福祉行政サ ー ビス の事
業化 ･ 運営管理の 成否には, 住民 の個別性の高 い 問題を
どれだけ豊か に捉えられ るかが重要で あると指摘した
7)
o
住民の 価値観には, そ の地域に住む住民に共通 した価値
観と, 個別性の高 い価値観が存在する｡ そ れ らを偏りな
く把握するこ とが重要であると考える｡
2 地域特性を反映させたサ ー ビス提供方法
1) サ ー ビ ス の 企画運営を通 じて , 住民 の支援課題に影
響する環境条件を適切に整える
結果に示 した ように, 介護予防サ ー ビス の 企画運営の
過程で は , 高齢者の支援課題に影響する ｢生活環境｣ 上
の 地域特性を認識し, そ れら の ｢生活環境｣ を整えると
い う特徴を持 っ た工夫を実施 して い た ｡
筆者は先行研究にお い て , 保健福祉行政サ ー ビ ス の事
業計画 ･ 運営の過程における保健師の 行う看護活動に つ
い て , 看護問題の ア セ ス メ ン トにお い て は , ｢住民の 問
題解決能力とそれに影響する環境要因に焦点化する｣ と
いう特質を, 看護方法にお い て は, サ ー ビス の事業化 ･
運営管理によ っ て , ｢社会資源の 創造 ･ 利用条件の 最適
化 ･ 継続 ･ 定着化｣, ｢既存の社会資源の確保と機能化｣
と いう変化をもたらすと い う特質を明らか に した
8 )
｡ 社
会資源は人間を取り巻く ｢生活環境｣ の 一 要素 で あり ,
人 々 の 生 活や健康 , そ して 問題解決能力 は ｢生活環境｣
か ら影響を受ける｡ 保健師は , 人 々 の 間道解決能力が最
大限 に発揮され る条件 を作 るこ とを念頭に置き, 社会資
源を最適に整えて い た ｡
本研究にお い て も, 高齢者の 生活行動や健康維持の行
動が望ましく保たれたり変化したりするため の 条件を整
えると い う意図にお い て , そ れ らを阻害する環境を改善
する工夫, 具体的にはサ ー ビス - の ア ク セ ス を容易に し
たり既存の資源を体系化し利用 しやすくしたりな どの工
夫を実施すると い う実践が確認で きた ｡
2) 住民の 価値 ･ 規範に即 したサ ー ビ ス を提供する事
に加え, 今回研究の 対象と した介護予防の活動は , 現
在起きて い る問題 - の対処に加え, 未来に起こ りうる
問題を回避する事を目的と した活動で ある ｡ 当然 , 当
事者である高齢者はそ の 必要性に気 づ い て い ると は
限らな い ｡ 保健師が いくら , 閉 じ こ も っ て ばかりだと
要介護状態や認知症になる可能性が高 い から , 外出し
て 他者と交流する機会となる介護予防サ ー ビス を利用
して ほ し い と訴えて も, 高齢者の方で は家に い る こ と
が楽で , 人 に迷惑をかけたくな い と思 っ て い たり, 家
族 の ために働くこと により高 い価値を置 い て い たりす
れば, サ ー ビス の 利用行動は起きな い ｡ ま た, そ の ほ
うが高齢者 にと っ て安全で あ っ たり, 生きが い とな っ
て い たりで , 介護予防の 意味があると い う側面も否め
な い ｡ そう い っ た意味で , 介護予防サ ー ビ ス は評価の
難し い 事業で あると い える ｡ 今回 の 調査で は, 保健師
は , サ ー ビ ス利用者数や利用率に加え, 利用者 一 人 一
人の 価値観に沿 っ た目標を設定しそれ に沿 っ た評価を
実施 したり, 高齢者が価値を置 い て い る内容をサ ー ビ
ス に盛り込んだりと い っ た工夫を して い た . 介護予防
サ ー ビス の企画運営過程で は, 高齢者ひとり 一 人 の生
き方や価値観を知り, そ れに即 して , そ の人にと っ て
どの ような支援が介萄予防と して 意味があるか を判断
し関わる必要がある｡
3) 住民の 能力を活か し, 協働活動する過程をサ ー ビス
に取り入れ ると共に , 住民の 価値 ･ 規範 の変化や創造
を共有し意味づ ける
結果3-3) に示 したように, 介護予防サ ー ビス の 工
夫と して , 保健師は住民をサ ー ビス 協力者に引き込むと
い う こ とを行 っ て い た ｡ そ の 内容は, 義理堅 い住民の 気
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質や 口 コ ミを利用 して サ ー ビス 利用の 拡大を図 っ たり ,
若 い 世代の ボラ ンテ ィ アを養成してサ ー ビス へ の協力を
仰 い だり, 高齢者自身の 特技や能力を活か して , 他の 高
齢者 へ の支援に活かせる場を提供したりと い っ たもの が
あ っ た｡ すなわち, 【地域に既存の住民間の 関係性や共
同活動を活用 したサ ー ビス の 工夫】 と 【新たな住民間の
つ ながりや共同活動を創 る工 夫】 が存在したo さ らに,
高齢者の 持 つ 能力を活か し, 支援の 受け手と して だけで
なく, 【支援の提供者と し て の 高齢者の 能力 を活かす工
夫】 があ っ た｡ 筆者は, 先行研究にお い て , 保健師は,
住民同士の 相互扶助関係を築く行動を問題解決能力と捉
え. 行政サ ー ビス よりも優先して 発展させ る べ き有用な
社会資源とし て捉えて い ると指摘 した 9)｡ ま た, 保健師
にと っ て
, 住民 の役割や能力を知ること の 重要性が指摘
され て い る
10)
｡ 介護予防サ ー ビ ス の 工 夫に関する今回の
調査で も, 住民間の共同活動を促 し潜在した能力を発揮
させ る支援の 重要性が示唆された ｡
また, こ の ような支援によ っ て , 住民は , 新た なネ ッ
トワ ー クを形成したり, 老後 の生きが い と なる新たなラ
イ フ ワ ー ク を獲得したりと い っ た変化を見せて い た ｡ つ
まり. 保健 師は住民の価値観に沿う支援を行 い なが ら
も, 同時に新たな価値観を共に創 っ て い く支援も行 っ て
い る こ とが示唆された ｡
コ ミ ュ ニ テ ィ は , 変化が作用する環境で あり場である
一 方 で , 現状を修正するため に不可欠の要素を含んで い
る こ とか ら, 変化を起 こすため の ひと つ の乗り物と して
見る こ とが で きると の 指摘がある11)｡ 保健師は, 地域を
｢環境｣と ｢そ こ に住 む人々｣ の 相互関係の基 に, 変化
しうるもの と し て捉え, サ ー ビス の 提供を通 して双方に
必要な働きか けを行 い ながら , 時 には変化に沿 い , 時に
は変化を促すと い う こ とを意識しなが ら活動するこ とが
必要で あると考える｡
Ⅵ 結 論
本研究で は , 保健師が保健福祉サ ー ビス にお い て 考慮
す べ き地域特性と はど の ようなもの な の か , ま た , 診断
した地域特性をどの ようにサ ー ビス提供方法に反映させ
れ ば い い の かと いう課題に焦点を当て , 介護予防サ ー ビ
ス の 過程における保健師の 認識を調 べ , 実践知と して記
述した｡
保健師は, ｢生活環境｣ と ｢ 価値･ 規範｣ と い う地域
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特性に関心を向け, そ れ らに即 し, 最適な介護予防サ ー
ビス の方法を住民と共に創り出して いく こ とを重要視し
て い た｡
今回研究の 対象と した実践活動は, 介護予防サ ー ビ
ス の 企画 ･ 実践 の み である ｡ 母子保健福祉サ ー ビス の 企
画 ･ 実践を対象 に した先行研究
12) に お い て も, 住民 の
問題解決能力が最大限に発揮 させ るように最適な環境条
件を整えると いう知見が得られ , 住民 の支援課題 に影響
する環境条件を適切に整えると いう点で共通の知見が得
られた｡ それに加え, 本研究で は , ｢価値･ 規範｣ と い
う地域特性を どの ように実践に活かすの かと い う点で ,
更 なる知見が得られた ｡ 今後は , こ の ｢価値･ 規範｣ と
い う多様で変化する可能性を持ちなが ら変化しにく い と
い う側面も持 つ 特性の捉え方 , そ の 実践 へ の 活か し方に
はどの ような影響因子があるの か に つ い て さらに研究し
て い く必要がある｡
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